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Ⅰ は じ め に
教育実習・保育実習の指導案の作成はいつの時代も，学生が一番苦慮するものであるように
感じる。作成するほうも難しいと思うが，指導することも大変難しいのではないだろうか。で
は，なぜ難しいのか。理由は多くあると思うが，まず考えられることとして，指導案というも
のは，養成校ごと，実習現場ごとに様式や，形式のパターンが違い，何を重要に捉えるかによっ
て書き方も大きく異なるからである。また，行う活動に対して，現場を知らない学生にとって
は，想像して記述していくことは，想像以上に困難なことのようである。
実習園と養成校の実習に関する意見交換等の場では，必ずと言って良いほど，「書くことが
困難な様子である」ということが課題としてあげられる。そのため，子どもと関わる部分に影
響が出たり，寝不足などで体調を崩し実習そのものが困難になるケースもあるとのことである。
この実習園と養成校の意見交換の場で，最近は「書くことも大切であるが，まず第一に元気
に子どもと関わってほしいので，指導案の作成に関しては，負担にならないように工夫してい
る」「学生自身の今日までの学習環境の背景が大きく変化しているため，そこを考慮して指導
案の指導を行っている」という実習園側からの意見をよく耳にする。学生の実習報告書の中で
は，「指導案が大変困難であった」という報告内容と「事前学習の成果が出てよかった」とい
う意見が二分化されている。このことから，指導案は大変だという先入観で実習準備を進める
のではなく，「なぜ指導案の作成が必要なのか」，という指導案を作成する目的や意義をしっか
り理解したうえで取り組む事や，授業で行う指導案の事前学習が実習現場で生かされ，学生の
実習の学びに役立つことを目指し本研究を行った。
Ⅱ 指導案に対する課題と事前の取り組み
実習報告書，実習評価表，幼稚園教育実習・保育所保育実習指導案に関する評価アンケート
によると次のことが課題としてあげられる。
・漢字を使用しない。使用しても間違えている。 ・文章表現が出来ていない。
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・子どもの姿を想像して書くことが出来ない。 ・様式や形式が変わると混乱して書けない。
・真面目に取り組んでいても提出期限に間に合わない。
教育実習講義では事前段階の基礎学習をとり入れ，その後，教科書を参考に指導案の基本形
を教え，いくつかのパターンとそれぞれのメリット・デメリット，それぞれの指導案の書き方
の目的等を学習するようにしている。また，各園によって異なることや指導されることが当た
り前であること，実習園の指導に従い作成すること，わからないことは質問し提出期限は必ず
守ることもあわせて強化して伝えている。他教科でも連携をとり指導案の基礎学習を根底にお
いて各分野での指導案の作成を行っている。学生は授業内で配布される資料の他にも，実習を
サポートする文献を参考にするため，そこも踏まえて授業を展開している。その他，実習担当
教員2名～4名体制で1枚1枚時間をかけてきめ細やかに添削し再提出を数回行っている。添
削に当たる教員は常に打ち合わせを行い添削方法が異ならないように留意している。
Ⅱ 参考文献による指導案の形式
保育指導案は，いつの時も実習生にとって多くの力が試される難関と言えるのではないだろ
うか。最近では，数多くの実習をサポートするわかりやすい文献が出ている。そこには「実習
生だけではなく，実習指導をされる保育者の方も参考にしていただけたらと思います」という
ことが記されているものもある。保育情勢がめまぐるしく変化し，保育のニーズも多様化して
いる時代の変化とともに，実習指導のあり方や捉え方も大きく変化していることが感じられる。
指導案の書き方や形式，保育用語の取り扱い等も，違いが出てきていることが多くの文献から
読み取ることが出来る。それらの文献に目を通すと，記述内容がポイントを絞った形でシンプ
ルになっていることがうかがえる。様式は環境構成⇒予想される子どもの姿⇒保育者（実習生）
の援助・留意点という順序になっていることが定着しているようである。着目したいのは，設
定保育を行う際，実習生が子どもたちに伝えて行くプロセスや手順となる部分である。今まで
は保育者（実習生）の活動の所に記されており，保育者（実習生）の働きかけによって，子ど
もたちが個々に活動するように読み取れる記述の方法であったが，いくつかの文献ではその手
順や活動のプロセスはこどもの活動の所に詳細に記されている。理由としては，「保育の活動
は子どもが主体であるため，保育者側にそのプロセスや手順を記述すると保育者に言われて子
どもがその活動を行っているように読み取れてしまう」という事である。確かに理にかなって
いるが，設定保育などで新しい活動を行う場合は，保育者の説明や指導上の留意点として子ど
もに伝える事もある場合を考えると難しさを感じることも否めないのではないだろうか。実習
生にとっては，自分自身の動きはイメージしてシミュレーションできたとしても，子どもの動
きを想像して書く事が非常に困難な状況で，指導案の書き方の指導を一から行っている状況か
ら行くと，難易度は上がるという印象を受ける。
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Ⅲ 調 査 の 概 要
本研究に関する調査は，学生の「実習報告書」「実習チェックシート」「実習振り返りシート
（個人評価表）」・実習訪問教員による「実習訪問指導報告書」・実習園からの「実習評価表」実
習指導教員による「実習に関する面談記録」と照らし合わせながら「幼稚園教育実習・保育所
保育実習 指導案に関する調査アンケート」より考察した。
3－1 実習状況
① 対象学年：2年 ② 学生数：135名
② 幼稚園教育実習：117名
うち札幌市内・札幌近郊：60名 道内：57名
③ 小学校教育実習：23名
④ 保育所保育実習：129名
うち札幌市内・札幌近郊：61名 道内：66名 道外：2名
3－2 稚園教育実習・保育所保育実習 指導案に関する調査アンケート調査対象人数
① 札幌市・札幌近郊 幼稚園実習 54名 ②北海道内市町村 幼稚園実習 56名
② 札幌市・札幌近郊 保育園実習 58名 ④北海道内市町村 保育園実習 63名
3－3 調査項目と調査結果
調査はアンケート形式で行い趣旨を説明し，できるだけ詳しく記述するように伝えた。以下
の項目を幼稚園実習用・保育所実習用を同じ内容項目にして用意し，間違えのないように回答
するよう協力を求めた。
幼稚園教育実習・保育所保育実習 指導案に関する調査アンケート
1．実習事前訪問（オリエンテーション）はありましたか。
2．オリエンテーションでは，実習で作成する指導案について説明はありましたか。
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札幌市・札幌市近郊
幼稚園 54名
道内市町村幼稚園
56名
札幌市・札幌市近郊
保育園 58名
道内市町村保育園
63名
あった 100％ 100％ 81％ 100％
なかった 0％ 0％ 19％ 0％
札幌市・札幌市近郊
幼稚園 54名
道内市町村幼稚園
56名
札幌市・札幌市近郊
保育園 58名
道内市町村保育園
63名
あった 74％ 57％ 66％ 68％
なかった 26％ 43％ 34％ 32％
3．あったと答えた方にお聞きします。どのような説明でしたか。
・実習1日目に部分実習の指導案を数枚提出するように。
・部分実習で運動遊び，完全実習で75分の設定保育を行うので内容をいくつか考えておくよ
うに。
・実習の1週間でよく観察し自分の担当クラスの子どもたちに合った内容のものをいくつか
考えてもらう。
・完全実習，部分実習，手遊び，絵本，朝の会等すべて指導案を書くのでその心づもりで。
・どの指導案もこどもの様子をできるだけたくさん想像して細かく書く事。
4．指導案は完全実習・部分実習それぞれ何枚作成しましたか。
5．指導案の用紙はどちらを使用しましたか。
① 北翔大学短期大学部こども学科の用紙 ② 園から指定された用紙
6．②に〇をつけた方にお聞きします。園から指定された用紙はどのような用紙でしたか。
・Ａ4サイズの「環境構成」「子どもの動き」「実習生の留意点」を記述する簡易化された用
紙
・「幼児の活動」「指導上の留意点」「準備」の3項目のみの簡易化された用紙
・Ａ3サイズの縦型で項目は時間・保育者の動き・子どもの動きで環境構成はない。
・Ａ4サイズの方眼用紙で枠は自分で書く
・Ａ3サイズの縦型で項目は活動・こどもの活動・保育者の活動の3項目のみ
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札幌市・札幌市近郊
幼稚園 54名
道内市町村
幼稚園 56名
札幌市・札幌市近郊
保育園 58名
道内市町村
保育園 63名
日案0枚 0％ 0％ 15％ 2％
日案1～2枚 39％ 27％ 7％ 40％
日案3～4枚 52％ 59％ 5％ 13％
日案5枚以上 6％ 14％ 0％ 0％
部分実習指導案0枚 0％ 0％ 16％ 2％
部分実習指導案1～2枚 48％ 68％ 47％ 57％
部分実習指導案3～4枚 41％ 36％ 26％ 32％
部分実習指導案5枚以上 11％ 14％ 3％ 13％
札幌市・札幌市近郊
幼稚園 54名
道内市町村幼稚園
56名
札幌市・札幌市近郊
保育園 50名
道内市町村保育園
62名
① 90％ 80％ 100％ 100％
② 10％ 20％ 0％ 0％
7．②に〇をつけた方にお聞きします。どのように作成するように指導を受けましたか。
・指導案はポイントを絞って簡潔に書く事。 ・流れがわかればいいので細かく書かない事。
・実際に話す言葉は書かなくてよい。 ・分刻みで一つ一つ細かく書く事。
・どのように言葉をかけて展開していくのかすべて「 」をつけて子どもとのやり取りの会
話を想定して全て書く事。
・こどもの様子は色々な可能性を考えてできるだけ多くのことを想定して書き，その時のど
のような援助を行うのかも書くように。
8．実習中一度も指導案を作成しなかった方にお聞きします。指導案を作成しなかった理由は
どのような事でしたか。（保育所実習のみ該当）
・1，2歳児の保育室での実習で設定保育は行わなかったため。
・部分実習も完全実習も行わなかったため。
・指導案を書くか書かないかは本人が選択できたから。
・一人ひとりの先生が忙しいため。
・指導案を作成せずに実際に行う内容を実践して口頭で指導を受けるという形式だったため。
・研修を受けた指導者のみ子どもに指導ができるという方針があったため。
・実習では保育に入ることを中心としたいため。
9．実習中の指導案作成において指導を受けた内容についてできるだけ詳しく記述してください。
10．実習中の指導案作成において評価を受けた内容についてできるだけ詳しく記述してください。
・全体的によく書けている
・ポイントのしぼり方がしっかりしている。
・字が丁寧で読みやすい。
・指導したことが一度ですぐ改善できている。
・内容が良い。
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誤字脱字について 86％
文章表現に関する内容について 76％
子どもの様子の書き方について 68％
環境構成の書き方について 20％
記述の際のポイントのしぼり方について 18％
保育者の援助活動について 43％
ねらいについて 38％
11．実習中，学校で配布された資料以外に何か参考書を購入したり，図書館で書籍を借りたり，
その他の方法で用意して参考にしましたか。
① 購入した ② 図書館で借りた ③ その他（ ）
書籍名： 著者： 発行所：
Ⅳ 考察と今後の課題
1．保育所実習は実習初日にオリエンテーションを行うため，事前訪問によるオリエンテーショ
ンを行わない園が数ヵ所ある。
2 実習1日目に数枚持っていく場合はおおむね事前に知らされているが，何をどれだけ書く
かが事前にわかっていると実習の準備がしやすいとの意見が多いため，受動的ではなく自
分自身できちんと聴くように指導を行いたい。
3．市内・近郊に関しては大学に立ちよることは可能だが，地方は実習地域に入ってしまうと
指導が困難になるため，オリエンテーションで事前に詳細を聴くことが出来ると対応が可
能となる。
4．記述するボリュームにもよるので一概に枚数では判断できないが，明らかに指導案の作成
に関してのウエイトに違いがみられるため，今後も引き続き北海道内の保育士・幼稚園教
諭養成校や北海道内の保育所・幼稚園の実習に関する交流の場で綿密な情報交換や連携を
とっていきたいと考える。
5．用紙に関しては，保育原理の視点から考えても環境構成は保育を行うにあたり重要な要素
である。学びの段階から環境構成の重要性を意識できるとよいのではないかと考える。
6．園から指定された用紙を使用したケースは大きく2種類に分けられる。1つは本学科で使
用している用紙よりさらに簡易化されているもので，いずれもポイントを絞り流れがわか
るように簡単に記述するように指導を受けている。もう一つはどのように言葉をかけて進
めていくのかを「」をつけて，明確に記述し，保育者の働きかけによってどのように子ど
もが反応していく事が予想できるのか，また，活動に対してどのような動きが予想できる
のかを数種類記述するように指導を受けている。
7．記述の仕方にはそれぞれ園の方針やねらい・意図がある。学生が柔軟に対応できる能力が
身につくことがのぞましいのだが，決められた時間数以上の指導の範囲でどれだけの力が
身につくかには個人差があるのが現状である。そこを踏まえ今後も研究を続けていきたい
と考える。
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札幌市・札幌市近郊
幼稚園 54名
道 内 市 町 村
幼稚園 56名
札幌市・札幌市近郊
保育園 58名
道 内 市 町 村
保育園 63名
① 購入した 9％ 21％ 14％ 30％
② 図書館で借りた 11％ 18％ 24％ 14％
③ その他 2％ 0％ 1.5％ 3％
8．指導案を作成しなかった理由に関しては様々であるが実習担当者と園の方で連携をとって
学生にとって不利益にならないように対応しているようである。
9．誤字脱字についてはかなり指導を強化しているがなかなか改善に至らない。曖昧なときは
調べるのが基本であるが，問題なのは調べるという行為が定着していないことと，曖昧さ
にも気が付くことが出来ないケースが少なくない事である。昨年度から他教科で継続的な
基礎学力向上の取り組みを導入しているため成果を期待している。
10．評価表の指導案の評価は全体的に18％が秀24％が優の評価を受けている。しかし，今後は
今回の分析結果を生かし，更に補講などで個別対応の実習指導を強化し，学生が少しでも
自信をもって実習に向かうことが出来るように指導に当たることが必要であると考える。
11．その他の中には，購入または借りた書籍を交換したり貸したり借りたりするケースも多かっ
た。参考資料を基に現場の先生方の指導のもと色々な保育を体験して勉強になったという
感想を述べている。本学では卒業後の進路として専門就職つまり，幼稚園教諭・保育士に
なる学生が大半を占めている。これは実習において，手厚い指導とその職業の意義を学生
自身の目で見て体験してきているからだと考える。これからも個々の学生にとって実習指
導が充実したものとなるよう研鑽を積んでいきたいと思う。
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